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２０１７年こそ、
　希望の年となるように

　
日
本
共
産
党
県
会
議
員
団
が
８
人
に
な
っ
て
、
２
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
、
議
会
常
任
委
員
会
の
う

ち
、
建
設
企
業
委
員
会
と
保
健
福
祉
委
員
会
で
、
史
上
初

の
共
産
党
副
委
員
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
広
域
防
災
拠
点

整
備
や
大
川
小
学
校
訴
訟
問
題
、
議
長
選
挙
で
も
、
会
派

を
超
え
た
連
携
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
、
今
年
は
知
事
の
改
選
期
に

も
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
村
井
県
政
３
期
12
年
が
問
わ
れ

る
、
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
途
上
で
あ
り
、
復
旧
も
完
了
し

て
い
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
被
災
者
が
震
災
前
の
日
常
を
取
り

戻
す
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
いっ
そ
う
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　
村
井
県
政
の
「
富
県
戦
略
」
が
基
本
と
す
る
大
企
業
呼

び
込
み
型
か
ら
、
地
域
経
済
中
心
の
内
発
的
発
展
型
に
転

換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
城
の
地
で
大
震
災

を
乗
り
越
え
て
生
き
て
い
る
人
々
の
、
暮
ら
し
と
生
業
の
充

実
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
県
政
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、

日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
は
、
全
力
を
尽
く
す
決
意

で
す
。

日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
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中
嶋

　廉 

県
議

　日本共産党宮城県会議員団は、43議案中５議案に反対し、内藤隆司
県議が代表して反対討論をおこないました。
　一般会計補正予算では、仙台空港の運用時間延長のための調査費
（3000万円）、循環器・呼吸器病センターの結核病棟を栗原中央病院に
移管するための地質調査・設計費（4900万円）について民間会社であ
る仙台空港株式会社の事業を拡大するための調査費を「丸ごと」宮城
県が負担することは、県と民間企業のあり方として適切とは思えません。
また、地域医療を壊すだけでなく、県が責任を負うべき政策医療である
結核医療を栗原市に「丸投げ」するのは許せないと反対しました。
　大川小学校訴訟問題に係る「控訴の提起」の専決処分については、
①議会に諮ることなく専決処分で控訴を決定したことは議会軽視であるこ
と②結果として子どもたちの命を救うことができなかったことに対して、県及
び県教育行政が正面から向き合おうとしていないこと③和解に対して極め
て消極的な姿勢をとっていることを指摘。「不承認」にして「県は和解す
べき」という議会としての立場を明らかにしよう、と呼びかけました。
　議員の期末手当の支給額を引き上げる条例案が議員発議で出されまし
たが、政務活動費の使途に関する改革の具体的な成果を県民に示すこ
とができないうちに、自らの報酬引き上げを決めることは、県民の理解を得
ることはできないと反対しました。

　
児
童
74
人
、
教
員
10
人
の
犠
牲
を
出
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
に
よ
り
二
次
避
難
場
所
を
決

め
ず
、
避
難
訓
練
も
避
難
場
所
整
備
も
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
や
、
石
巻
市
教
委
と
遺
族
の
話
し
合
い
が
困
難
に
な
っ

た
時
、「
第
一
義
的
責
任
は
石
巻
市
」
と
述
べ
て
、
消
極
的

対
応
に
終
始
し
た
県
教
委
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
質
疑
の
中
で
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
４
３
０
人
の
子

供
た
ち
の
状
況
調
査
を
県
独
自
に
は
全
く
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
長
は
子
ど
も
が

犠
牲
と
な
っ
た
学
校
数
は
答
え
ら
れ
ず
、
保
護
者
に
引
き

渡
し
た
後
の
死
亡
状
況
は
「
文
科
省
の
調
査
項
目
に
無
く

把
握
し
て
い
な
い
」、
大
震
災
直
後
に
教
職
員
の
異
動
を
強

行
し
た
「
兼
務
発
令
」
に
つ
い
て
検
証
も
せ
ず
「
一
定
の

成
果
は
あ
っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
遠
藤
議
員
は
、
県
行
政
の
責
任
を
認
め
て
、
和
解
の
道

す
じ
を
開
く
た
め
、
県
が
役
割
を
果
た
せ
と
求
め
ま
し
た
。

　
村
井
知
事
は
、
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
放
射
能
汚

染
廃
棄
物
を
、
市
町
村
の
焼
却
場
で
一
般
ご
み
と
混
ぜ
て

燃
や
す
こ
と
を
提
起
。安
全
性
の
根
拠
と
し
て
、「
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
は
99
・
９
％
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
で
き
る
」
と
主
張
、

環
境
省
方
針
だ
か
ら
「
信
頼
で
き
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
遠
藤
議
員
は
、「
学
問
的
に
は
確
立
し
て
い

な
い
」
と
厳
し
く
指
摘
。
知
事
は
、
県
が
市
町
村
に
焼
却

処
理
を
押
し
つ
け
る
権
限
が
な
い
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
遠
藤
議
員
は
最
終
処
分
場
問
題
で
も
管
理
型
処

分
場
で
は
不
十
分
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
中
嶋
廉
県
議
は
、
仙
台
空
港
の
運
用
時
間
延
長
を
前

提
に
し
た
騒
音
調
査
費
な
ど
を
３
千
万
円
計
上
し
た
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
合
意
が
な
い
の
に
住
民
を
「
説
得
」

す
る
た
め
の
調
査
は
本
末
転
倒
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仙
台
国
際
空
港
株
式
会
社
の
事
業
拡
大
に
伴
う

調
査
は
会
社
が
や
る
べ
き
で
、
県
費
を
使
う
の
は
民
営

化
の
趣
旨
に
反
し
、
被
災
者
と
県
民
の
た
め
に
使
う
べ

き
地
域
整
備
推
進
基
金
の
復
興
事
業
分
を
財
源
に
充
て

る
の
も
納
得
で
き
な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
中
嶋
県
議
は
、
羽
田
線
を
も
っ
て
い
な
い
仙
台
空
港

は
国
際
線
の
乗
客
数
「
延
び
し
ろ
」
に
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
こ
と
、
国
内
線
に
つ

い
て
も
被
災
地
め
ぐ
り
の
観

光
客
が
減
少
傾
向
に
あ
り
今

年
の
乗
客
数
も
前
年
比
で
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
北
海
道

新
幹
線
が
札
幌
ま
で
延
伸
し

た
ら
さ
ら
に
約
30
万
人
減
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
、
空
港
の
運
用
時
間
延
長

等
は
「
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

直
す
」
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
中
嶋
県
議
は
、
仙
台
空
港

へ
の
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て

も
追
及
し
、
村
井
知
事
は
考

え
て
い
な
い
と
明
言
し
ま
し

た
。

「
県
は
行
政
責
任
を

　
　
　認
め
て
和
解
せ
よ
」

民
営
化
空
港
に
県
費
を
投
入
す
る
な

運
用
時
間
の
延
長
等
は｢

考
え
直
せ｣

　
県
議
団
が
独
自
に
調
査
し
た
被
災
者
生
活
実
態
調

査
６
０
０
件
余
を
基
に
、①
４
月
に
打
ち
切
ら
れ
た

医
療
・
介
護
料
免
除
制
度
復
活
②
災
害
公
営
住
宅
入

居
者
の
８
割
が
政
令
月
収
８
万
円
以
下
の｢

特
別
家

賃
低
減
事
業｣

対
象
者
で
あ
り
、
６
年
目
以
降
段
階

的
に
引
き
上
が
る
家
賃
を
引
き
続
き
低
減
す
る
事
③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
な
ど
に
も
対
応
す
る
生
活
支
援

相
談
員
の
増
員
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
網
の
整
備
の
４
点
に
つ
い
て
、
緊
急
要
望
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
調
査
で
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
実
態
を
示
す
中
で
知

事
も｢
家
族
を
失
っ
て
、
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
さ

れ
て
、
収
入
の
上
が
る
見
通
し
が
な
く
て
、
本
当
に

お
困
り
の
方
が
お
ら
れ
る
の
は
非
常
に
深
刻
で
重

大
。
今
後
よ
く
考
え
て
い
き
た
い｣

と
答
え
ま
し
た
。

　
仙
台
港
近
く
に
新
設
さ
れ
る
石
炭
火
力
発
電
所
事

業
者
に
た
い
し
、
県
は
県
民
の
命
・
健
康
、
自
然
環

境
を
守
る
立
場
で
住
民
説
明
会
開
催
や
脱
硫
装
置
の

機
能
強
化
な
ど
を
指
導
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。
大
内
議
員
が
大
気
汚
染
観
測
局
の
新
設
を
迫
る

と
、県
は「
前
向
き
に
検
討
」す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
貧
困
や
発
達
障
害
な
ど
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
達
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
整
え
る

た
め
に
教
員
の
多
忙
化
解
消
は
急
務
で
あ
る
と
35
人

以
下
少
人
数
学
級
等
を
求
め
ま
し
た
。

　全国的に政務活動費の不正受給が大きな問題となる
中、今年宮城県議会では二代続けて議長が引責辞任す
る県政史上前代未聞の不祥事が続きました。
　一人目の安部孝元議長は監査請求により妻が代表を務める会
社所有の事務所の水光熱費の一部約42万円が「不当利益」と認
定されました。二人目は後任の中山耕一元議長で、私的に購入
したマッサージチェアの領収書で政活費10万円を受給していた
ことが判明。さらに白紙の領収証を使って運転代行の利用料金
を水増し請求していた事実も発覚しました。
　さらに「自民党・県民会議」が、政務活動費でパソコンなど
を大量購入した問題で、不適切との指摘を受けた約1,800万円
のうち約840万円を返還したことも、マスコミで大きく報道さ
れました。

遠
藤
い
く
子 

県
議

大
内
真
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県
議

予
算
特
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委
員
会
総
括
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

内 藤 隆 司

2代続けて自民会派議長が辞任
県民の批判強まる

反対討論12/15

県 議

被
災
者
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そ
っ
た

　
　
　
　
　
　県
政
を
求
め
る

仙台空港の旅客実績比較 （各年の4～10の合計旅客数）

国内線 国際線 合　計

2016年 1,782,622 107,542 1,890,164

2015年 1,821,204 99,751 1,920,955

増　減 －38,582 +7,791 －30,791

大
川
小
訴
訟
問
題
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　日本共産党宮城県会議員団は、43議案中５議案に反対し、内藤隆司
県議が代表して反対討論をおこないました。
　一般会計補正予算では、仙台空港の運用時間延長のための調査費
（3000万円）、循環器・呼吸器病センターの結核病棟を栗原中央病院に
移管するための地質調査・設計費（4900万円）について民間会社であ
る仙台空港株式会社の事業を拡大するための調査費を「丸ごと」宮城
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とができないうちに、自らの報酬引き上げを決めることは、県民の理解を得
ることはできないと反対しました。

　
児
童
74
人
、
教
員
10
人
の
犠
牲
を
出
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
に
よ
り
二
次
避
難
場
所
を
決

め
ず
、
避
難
訓
練
も
避
難
場
所
整
備
も
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
や
、
石
巻
市
教
委
と
遺
族
の
話
し
合
い
が
困
難
に
な
っ

た
時
、「
第
一
義
的
責
任
は
石
巻
市
」
と
述
べ
て
、
消
極
的

対
応
に
終
始
し
た
県
教
委
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
質
疑
の
中
で
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
４
３
０
人
の
子

供
た
ち
の
状
況
調
査
を
県
独
自
に
は
全
く
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
長
は
子
ど
も
が

犠
牲
と
な
っ
た
学
校
数
は
答
え
ら
れ
ず
、
保
護
者
に
引
き

渡
し
た
後
の
死
亡
状
況
は
「
文
科
省
の
調
査
項
目
に
無
く

把
握
し
て
い
な
い
」、
大
震
災
直
後
に
教
職
員
の
異
動
を
強

行
し
た
「
兼
務
発
令
」
に
つ
い
て
検
証
も
せ
ず
「
一
定
の

成
果
は
あ
っ
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
遠
藤
議
員
は
、
県
行
政
の
責
任
を
認
め
て
、
和
解
の
道

す
じ
を
開
く
た
め
、
県
が
役
割
を
果
た
せ
と
求
め
ま
し
た
。

　
村
井
知
事
は
、
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
放
射
能
汚

染
廃
棄
物
を
、
市
町
村
の
焼
却
場
で
一
般
ご
み
と
混
ぜ
て

燃
や
す
こ
と
を
提
起
。安
全
性
の
根
拠
と
し
て
、「
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
は
99
・
９
％
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
で
き
る
」
と
主
張
、

環
境
省
方
針
だ
か
ら
「
信
頼
で
き
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
遠
藤
議
員
は
、「
学
問
的
に
は
確
立
し
て
い

な
い
」
と
厳
し
く
指
摘
。
知
事
は
、
県
が
市
町
村
に
焼
却

処
理
を
押
し
つ
け
る
権
限
が
な
い
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
遠
藤
議
員
は
最
終
処
分
場
問
題
で
も
管
理
型
処

分
場
で
は
不
十
分
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
中
嶋
廉
県
議
は
、
仙
台
空
港
の
運
用
時
間
延
長
を
前

提
に
し
た
騒
音
調
査
費
な
ど
を
３
千
万
円
計
上
し
た
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
合
意
が
な
い
の
に
住
民
を
「
説
得
」

す
る
た
め
の
調
査
は
本
末
転
倒
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仙
台
国
際
空
港
株
式
会
社
の
事
業
拡
大
に
伴
う

調
査
は
会
社
が
や
る
べ
き
で
、
県
費
を
使
う
の
は
民
営

化
の
趣
旨
に
反
し
、
被
災
者
と
県
民
の
た
め
に
使
う
べ

き
地
域
整
備
推
進
基
金
の
復
興
事
業
分
を
財
源
に
充
て

る
の
も
納
得
で
き
な
い
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
中
嶋
県
議
は
、
羽
田
線
を
も
っ
て
い
な
い
仙
台
空
港

は
国
際
線
の
乗
客
数
「
延
び
し
ろ
」
に
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
こ
と
、
国
内
線
に
つ

い
て
も
被
災
地
め
ぐ
り
の
観

光
客
が
減
少
傾
向
に
あ
り
今

年
の
乗
客
数
も
前
年
比
で
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
北
海
道

新
幹
線
が
札
幌
ま
で
延
伸
し

た
ら
さ
ら
に
約
30
万
人
減
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
、
空
港
の
運
用
時
間
延
長

等
は
「
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

直
す
」
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
中
嶋
県
議
は
、
仙
台
空
港

へ
の
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て

も
追
及
し
、
村
井
知
事
は
考

え
て
い
な
い
と
明
言
し
ま
し

た
。

「
県
は
行
政
責
任
を

　
　
　認
め
て
和
解
せ
よ
」

民
営
化
空
港
に
県
費
を
投
入
す
る
な

運
用
時
間
の
延
長
等
は｢

考
え
直
せ｣

　
県
議
団
が
独
自
に
調
査
し
た
被
災
者
生
活
実
態
調

査
６
０
０
件
余
を
基
に
、①
４
月
に
打
ち
切
ら
れ
た

医
療
・
介
護
料
免
除
制
度
復
活
②
災
害
公
営
住
宅
入

居
者
の
８
割
が
政
令
月
収
８
万
円
以
下
の｢

特
別
家

賃
低
減
事
業｣

対
象
者
で
あ
り
、
６
年
目
以
降
段
階

的
に
引
き
上
が
る
家
賃
を
引
き
続
き
低
減
す
る
事
③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
な
ど
に
も
対
応
す
る
生
活
支
援

相
談
員
の
増
員
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
網
の
整
備
の
４
点
に
つ
い
て
、
緊
急
要
望
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
調
査
で
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
実
態
を
示
す
中
で
知

事
も｢

家
族
を
失
っ
て
、
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
さ

れ
て
、
収
入
の
上
が
る
見
通
し
が
な
く
て
、
本
当
に

お
困
り
の
方
が
お
ら
れ
る
の
は
非
常
に
深
刻
で
重

大
。
今
後
よ
く
考
え
て
い
き
た
い｣

と
答
え
ま
し
た
。

　
仙
台
港
近
く
に
新
設
さ
れ
る
石
炭
火
力
発
電
所
事

業
者
に
た
い
し
、
県
は
県
民
の
命
・
健
康
、
自
然
環

境
を
守
る
立
場
で
住
民
説
明
会
開
催
や
脱
硫
装
置
の

機
能
強
化
な
ど
を
指
導
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。
大
内
議
員
が
大
気
汚
染
観
測
局
の
新
設
を
迫
る

と
、県
は「
前
向
き
に
検
討
」す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
貧
困
や
発
達
障
害
な
ど
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
達
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
整
え
る

た
め
に
教
員
の
多
忙
化
解
消
は
急
務
で
あ
る
と
35
人

以
下
少
人
数
学
級
等
を
求
め
ま
し
た
。

　全国的に政務活動費の不正受給が大きな問題となる
中、今年宮城県議会では二代続けて議長が引責辞任す
る県政史上前代未聞の不祥事が続きました。
　一人目の安部孝元議長は監査請求により妻が代表を務める会
社所有の事務所の水光熱費の一部約42万円が「不当利益」と認
定されました。二人目は後任の中山耕一元議長で、私的に購入
したマッサージチェアの領収書で政活費10万円を受給していた
ことが判明。さらに白紙の領収証を使って運転代行の利用料金
を水増し請求していた事実も発覚しました。
　さらに「自民党・県民会議」が、政務活動費でパソコンなど
を大量購入した問題で、不適切との指摘を受けた約1,800万円
のうち約840万円を返還したことも、マスコミで大きく報道さ
れました。

遠
藤
い
く
子 

県
議

大
内
真
理 

県
議

予
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

内 藤 隆 司

2代続けて自民会派議長が辞任
県民の批判強まる

反対討論12/15

県 議

被
災
者
の
実
態
に
よ
り
そ
っ
た

　
　
　
　
　
　県
政
を
求
め
る

仙台空港の旅客実績比較 （各年の4～10の合計旅客数）

国内線 国際線 合　計

2016年 1,782,622 107,542 1,890,164

2015年 1,821,204 99,751 1,920,955

増　減 －38,582 +7,791 －30,791

大
川
小
訴
訟
問
題



（4）2017年1月 No.127日本共産党宮城県議団ニュース

角野 達也
（太白区）

内藤 隆司
（大崎市区）

遠藤いく子
（青葉区）

•総務企画委員会
•地域活力
　調査特別委員会

三浦 一敏
（石巻・牡鹿区）
•建設企業委員会
　副委員長
•総合観光戦略
　調査特別委員会

天下みゆき
（塩釜市区）

•保健福祉委員会
　副委員長
•いじめ・不登校等
　調査特別委員会

福島かずえ
（若林区）

•経済商工観光委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

中嶋　廉
（泉　区）

•環境生活農林水産委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

•建設企業委員会
•地域防災
　調査特別委員会

•文教警察委員会
•地域活力
　調査特別委員会

大内 真理
（宮城野区）

•保健福祉委員会
•地域防災
　調査特別委員会

所 属 す る 常 任 委 員 会 ・ 特 別 委 員 会

他会派との共同が力を発揮
　
一
昨
年
12
月
に
み
や
ぎ
県
民
の
声
、日
本
共
産
党
、社
民
党
、

無
所
属
の
会
の
４
会
派
20
人
で
結
成
。
こ
の
一
年
、
４
回
の

学
習
講
演
会
を
開
催
し
、
３
月
に
は
他
団
体
と
共
催
で
仙
台

国
際
セ
ン
タ
ー
で
大
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
二
人
連
続
で
議
長
が
政
務
活
動
費
不
正
支
出
問
題
で
辞
職

し
た
一
年
。
共
産
党
県
議
団
は
、
自
民
党
会
派
に
徹
底
解
明

を
求
め
る
と
と
も
に
、
２
度
の
議
長
選
挙
で
、
他
の
野
党
３

会
派
と
と
も
に
統
一
候
補
を
立
て
て
た
た
か
い
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
民
主
的
な
議
会
運
営
を
求
め
、
常
任
委
員
会
委

員
長
、
副
委
員
長
の
与
党
会
派
独
占
を
改
善
さ
せ
ま
し
た
。

　
３
０
０
億
円
か
け
て
、Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら
土
地
を
買
い
取
り
広

域
防
災
拠
点
を
整
備
す
る
計
画
。
長
町
利
府
活
断
層
の
す
ぐ

そ
ば
で
あ
り
、
大
地
震
の
さ
い
役
に
立
つ
の
か
？
野
党
だ
け

で
な
く
、
自
民
党
議
員
か
ら
も
批
判
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
４
会
派
合
同
で
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
み
や
ぎ
県
民

セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
い
て
勉
強
会
も
開
催
し
、
論
戦
に

挑
み
ま
し
た
。

　
健
康
被
害
や
環
境
汚
染
、
温
室
効
果
ガ
ス
大
量
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
石
炭
火
力
発
電
所
。
他
会
派
と
連
携
し
、
事
業
所

と
７
市
町
が
結
ん
で
い
る
公
害
防
止
協
定
に
基
づ
い
た
規
制

強
化
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
事
業
所
に
対
し
真
摯
な
住
民
説

明
会
を
求
め
る
請
願
書
に
６
会
派（
自
民
・
民
進
・
共
産
・
社
民
・

公
明
・
無
所
属
）
が
紹
介
議
員
と
し
て
名
前
を
連
ね
ま
し
た
。

脱
原
発
宮
城
県
議
の
会
、活
発
に

議
長
選
挙
で
統
一
候
補

宮
城
野
原
の
広
域
防
災
拠
点
計
画
、

　
　
　
　
　
　
　
　連
携
し
て
論
戦

石
炭
火
力
発
電
所

　
　
　
　規
制
強
化
を
求
め
る

県政大に 変きな 化
人の県議団、この一年８

　今年４月から、多くの県民が切望し、日本共産
党県議団も県から市町村への再三にわたって議会
で求めてきた子ども医療費の助成制度が拡充さ
れます。
　石巻・塩釜・大崎などは、中学卒業まですで
に実施し、仙台市も同じく拡充する予定です。

「県の責任で」と知事が正式表明
　「仙台圏の狭隘化をなんとかして」「通学時間が
長すぎる」
　県議団は、多くの保護者、関係者の声を受けと
め、数年前から「仙台市南部に支援学校建設せよ」
と訴えてきました。
　知事表明は、こうした声に応えたものです。

特別支援学校を仙台市南部に建設

外来２歳児までを就学前までに

子ども医療費助成42年ぶりに拡充


